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Careers 進 路・就 職

卒業生からのメッセージ

国 際関 係 学 部でさまざまな異 文化 交 流を経 験したこと

が、「国際協力の現場で働きたい」という夢を叶える力を

育んでくれました。衝撃を受けたのが、「グローバル・シ

ミュレーション・ゲーミング」の授業。国際関係を疑似体

験することが、他国やその国の人に思いを馳せる機会に

なりました。また留学生寮で留学生と生活を共にしたり、

中国への交換留学で、第三世界の学生と仲良くなったこ

とも得難い経験でした。3 年半民間企業で働いた後、夢

を叶えて青年海外協力隊としてブルガリアへ。2 年間カザ

ンラクという地域でボランティア活動に従事しました。国

際関係学部で得た経験や学んだことはもちろん、たくさ

んの人とのつながりが、どんな場所でも私を支える財産

となっています。

林 夏音さん
（1999 年卒業）

グーグル株式会社
エンタープライズ部門

思い出深いのは、アメリカに留学した1年間です。現 地

の学生と同じ授業を履修。授業を録音して帰宅後も聞き

返したり、先生の部屋に足を運んで質問したり、自分か

ら積極的に行動することで、英語力不足を克服しました。

そのおかげで後期からのゼミ形式の授業では、英語でプ

レゼンしたり、意見を言う力が格段に上がりました。高

い目標を持ち、その達成に向かってたゆまず行動したこ

とで、実りある留学生活になりました。就職先は、「地球

社会の発展に貢献したい」という気持ちから総合商社を

選択しました。現在は洗剤の原料となる石油化学品や油

脂化学品を主に扱う部門に所属。原料調達や供給を通じ

て、雇用創出や環境問題への取り組みなどさまざまな地

球課題の解決にも力を尽くしたいと思っています。

木村 凌さん
（2014 年卒業）

豊田通商株式会社

国際関係学部で学んでよかったのは、語学を通して幅広

い学びを経験できたことです。入学当初から留学を目指

して英語を勉強し、2 回生の夏から10 ヵ月間、スウェー

デンのルンド大学に留学。欧 州の経済について学ぶ他、

スウェーデン語の習得にも力を入れ、現地の人々とのコ

ミュニケ―ションを楽しみました。またスペインで開催

された模擬国連大会に参加し、ヨーロッパの学生と国際

問題について議論しました。語学を通して、世界中に友

達を作れることを実感。生まれ育った京都から世界へ日

本の良さを発信する仕事をしたいと当社に就職し、現在

は海外の現地法人と英語でやりとりしたり、カンパニー

会議の英訳を任されるなど、やりがいを持って働いてい

ます。

船越 郁美さん
（2013 年卒業）

大日本スクリーン製造
株式会社
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国際関係学部・研究科は創設以来 20 年以上の間、これまで

に国際的視野と高い語学力をもった約 7,500 名の卒業生を送

り出してきました。その中の多くの先輩が、外交官、国際機

関職員、JICA 等の国際援助機関、NGO 等はもちろん、外資

系を含めた多彩な業種で、国境を超えたグローバル・リーダー

として現在も活躍中です。国際関係学部・国際関係研究科の

卒業生ネットワーク「国際関係学部校友会」が国際関係学部

生をサポートします。

  7, 5 0 0 名 の 卒 業 生 が 現 役 生 を 支 え ま す 。（国際関係学部校友会）
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／平和教育／国際結婚／ジェンダー／英米文学／ナショナリズム／フランス／映画
／ボランティア／文化人類学／宗教／移民／社会学／ラテンアメリカ／キリスト教
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／原子力／国際政治／地方分権／国際法／生物多様性／宇宙法／日系アメリカ人／
アフリカ／鉱物資源／世界システム論／グローバリゼーション／ウナギ／ワイン／
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　国際関係学（International Relations）とは、一 体いかなる学問

なのでしょうか。「国際」とは、もともとは国と国とが出会うところ

を意味します。英語の International という語も、国（nation）と国

（nation）の間（inter）のという意味です。しかしながら、現在、国

際関係が、「国と国の間の関係」にとどまらないことは言うまでもあ

りません。複 数の国から構成される国際 連合のような国際機構や、

非政 府組 織（NGO）、多国籍企業、時には一人の個人さえもが国際

関係に影響をあたえています。国際関係学は、「国と国の間の関係」

にとどまらない、世界の諸現象・諸問題を対象にした学問であると

いうことが出来ます。第二次世界大戦、冷戦、グローバリゼーショ

ンの進展などにより、国際関係の複雑さは増す一方です。また、そ

うした国際関係が私たち一人ひとりの生活に与えるインパクトも大き

くなり続けています。

ウナギと国際関係

　と、言われても、まだ「国際関係」は遠い世界の出来事のように

感じるかもしれません。国際関係がみなさんの生活に与える影響を

考えるため、ウナギを例にみてみましょう。ウナギと国際関係がど

う関係があるの、と疑問に思うかもしれません。ウナギはとても栄

養価が高いこともあり、日本では夏バテ防止のために「土用の丑の

日」に食べる習慣があったりします。このウナギ、最近値段がとても

高くなってきたことに気がついたでしょうか ?　ウナギの稚魚、シラ

スウナギの不漁が続いていることが、ウナギ価格高騰の直接的な原

因です。実は、ウナギの生態はまだ良くわかっていないところが多く、

養殖もののウナギも、シラスウナギを捕獲して、大きく育てて出荷し

ているのです。

　日本近海のシラスウナギをとり養殖を続けてきた結果、その数は

激減してしまいました。そこで、日本は多くのウナギを中国などから

輸入するようになりました。このウナギ、中国がヨーロッパウナギの

稚魚を輸入して大きく太らせ、日本に輸出しているものです。中国で

の養殖が一因となり、ヨーロッパウナギの稚魚も激減し、絶滅危惧

種に指定されるまでになってしまいました。すると、今度はアメリカ

から、アメリカウナギのシラスウナギが日本に輸入されるようになり

ました。みなさんが、何気なくウナギを食べていることで、実は日

本にとどまらず、世界中のウナギが、絶滅のふちに追いやられてい

るのです―。

「国際関係学的アプローチで 
ウナギ問題に迫る」とは ?

　 このような問 題にアプローチするのが 国 際 関 係 学です。 第 1 に、

シラスウナギの乱獲を規制して、絶滅を避け、資源回復を目指さな

ければなりません。しかし、ウナギはそもそも広い海域を回遊する

魚です。また、ニホンウナギ、ヨーロッパウナギ、アメリカウナギい

ずれも味には大 差ないことがあり、すべてのウナギが食べられてい

ます。そのため、日本だけでシラスウナギ漁を規制しても意味はなく、

国際的な規制が必要になります。国際的なルール、国際条約をいか

に作って規制していくのかを考えるためには、法学の知見を利用して、

国際的な視点から考えていくことが重要です。

　そうしたルールが簡単に形成できるわけではありません。たとえ

ば、ニホンウナギのみを使 用している業者は、海外のシラスウナギ

の輸入に反対してニホンウナギのシラスウナギ漁は続けられるよう

求めています。その一方で、海外のシラスウナギを輸入している業

者は、シラスウナギ規制全般に反対しており、利害が対立していま

す。ヨーロッパの国々では規制を求める声が強いですが、ヨーロッ

パでもシラスウナギ漁で生計を立てている人々は規制には消極的で

す。そうしたシラスウナギを輸入・養殖し日本に輸出している中国や

台湾でも、また別の観点からシラスウナギ漁の規制やシラスウナギ

の輸出入 規制に消極的な立場を取りがちです。このように、いかな

るルールを作るのかということをめぐっては、国境を越えてさまざま

な利害関係が錯綜しており、それを調整して、ルールを作っていく

ためには、政治学の知見が必要となります。

　さらに、法律を作ればそれで問題が解決できるわけではありませ

ん。法律を作って規制すれば、倒産・失 業に追い込まれる人もいる

でしょう。そうした人々をいかにサポートするのかという点も重要な

課 題です。そうした経 済的苦境に立たされた人は、法 律を守らず、

密漁や密輸入を行うかもしれません。実際、今もシラスウナギ 禁漁

期の密漁は後を絶ちません。国内法の場 合は、法 律を破れば罰せ

られます。しかし、国際法においては法律違反をしても、国内法違

反者と同じように罰することは困難です。世界政 府が存 在しないか

らです。そのため、ルールを守らせるためには、ルールを守った人

が 得をする仕 組みを考えていく必 要もあるでしょう。このあたりの

課題に対処するためには、経済学の知見も重要になってきます。

　世界のウナギの圧倒的大部分は日本人が消費しています。いくら

栄養価が高いとはいえ、世界にはなぜあのように気持ち悪い見た目

の魚を食べるのか理解できないと考える人も少なくありません。そう

した考え方は、気持ち悪い魚を食べる日本人がおかしいのだから、

日本人がウナギを食べるのをやめればよいといった主張に結びつき

がちです。各国、各地域では食習慣はさまざまです。異なる文化的

背景などに起 因する軋 轢 や誤 解を解くことは容 易ではありません。

しかし、各国、各地 域にはそれぞれ異なる文化があるということを

しっかりと理解した上でなければ、国境を越える問題をうまく解決し

ていくことはできません。社会学、文化人 類学といった学問の知見も

必要とされるゆえんです。

　このように、ウナギのような身近な、一見国際関係とは無関係の

ように見える問題ですら、世界中のさまざまな人々が関わっており、

問題 解決にはさまざまな角度から考えていかなければなりません。

国境を越える問題について、法学や政治学、経済学、社会学などと

いった多様な学問の知見を総合して考えていく学問、国 際 関 係 学が

必要とされ、その重要性が日に日に増しているのはそうした理由か

らなのです。

立命館大学国際関係学部で 
あなたの「ウナギ」を見つける

　立命 館大学国 際関 係 学 部では、学生と教 員がそれぞれの「国 際

関係学」に取り組んでいます。ファストフードの「ハンバーガー」をとっ

かかりとして地 球環境問題に迫ろうとした1 回生グループ、スポーツ

の祭典「オリンピック」が国際的な平和構築 へ果たす役割を卒業論

文で論じた 4 回生、「ワイン」から世の中の変化を見 通そうと試みる

教授―。一見すると「国際関係」とはあまり縁のなさそうなモノや

コトでも、先の「ウナギ」と同じく、よく調 べてみると「国 際 関 係 」

との深い繋がりが見えてきます。

　私たちの身の回りにあるモノ、日常の中で起こっているコト。考え

てみれば、ますますグローバリゼーションが進 展している現代にお

いて、「国際関係」と無関係のものを見つける方が難しいのかもしれ

ません。国際関係学の知性とは、より豊かな現代社会を創りあげる

ための、そこで豊かに生きていくための術に他ならないのです。

国際
関係学
とは？

Introduction

本メッセージは、立命館大学国際関係学部・足立研幾教授が執筆した「ウナギから見る国際関
係学」（『未来を拓く―ようこそ立命館へ』、2014 年、立命館大学）を一部改変したものです。 
原文は立命館大学ウェブサイトで閲覧できます。

1200 年 の 都、文化と歴 史の 街であり、大
学の町である京都、衣笠キャンパスで学び
ます。

IR（ 日本 語 基 準）専 攻と GS（ 英 語
基 準）専 攻の 2 専 攻 制。 日本 語 基
準専攻で入学しても 80 もの英語基
準授業にチャレンジできます。

（2015 年度。一定の語学力が必要です）

国際社会の理解に不可欠な「言
語、理 論、地 域 研 究 」の 3 要 素
を総合的に学ぶ国際関係 学部。
国 際 文化 理 解・国 際協力開発・
国際秩 序平和の 3 つのプログラ
ムから学びます。

14ヵ国から集った教員と 28ヵ国・地域から
集った 244 名の留学生がともに学びます。

学生の主な出身国：アメリカ、イギリス、インドネシア、
エジプト、オーストラリア、韓国、中国、バングラディ
シュ、ウガンダほか

グ ロ ー バ ル 企 業、 外 務 省、
国 際 機 関、NGO をはじ めと
した各分野で約 7500 名の卒
業生が活躍しています。

多様な留学先・プログラムに挑戦できます。
独自の研 修、ボランティア等での海外渡 航
を含めると、大半の学生が海外プログラム
に挑戦しています。

3 14 28ヵ国 + ヵ国・地 域 14130カ国、
大学・
機 関 7500人86英 語 基 準 授 業 コマプログラム

1200KYOTO
Our Prof i le

年の 都
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国際関係学部

国際文化理解プログラム
Culture and  
Society Program

国際社会の政治・経済構造と文化の関係、異文化理解の方法、異文化衝
突の問題などを学びます。グローバル化に伴って、異なる文化の接触が
日常化した結果、文化の融合や摩擦が生じている現状をふまえ、多様な
文化を理解し、自らの文化と世界の関わりを問いつつ、多文化共生の道
を探ります。

国際秩序平和プログラム
Governance and  
Peace Program

国際秩序の動態について主として4つの角度から学びます。第1に、現在の
国際秩序が歴史的にいかに形成されたか、歴史的に把握します。第2に、現
在の国際秩序を支えている法制度について学びます。第3に、世界諸地域の
政治を分析します。そして第4に、紛争解決・平和実現の方法を探究します。
公正で平和な国際秩序の追求がこのプログラムの最終的な課題です。

国際協力開発プログラム
Development and  
Sustainability Program

地球上のすべての地域や国家、社会における持続可能でバランスのとれた
発展という観点から、望ましい国際協力や開発のあり方を学際的・体系的・
実践的に探究します。国家間や国際機関による国際協力だけでなく、企業
や NGO などの市民レベルの活動も視野に入れ、国際協力や開発に関する
様々な諸問題にアプローチし、解決策を探ります。

Majors & Programs
国際関係 学部の専 攻は、国際関係 学を主として日本語で学ぶ国際関係 学専 攻と、 
主として英 語で学ぶグローバル・スタディーズ 専 攻の2 専 攻 制 。 
両専 攻とも、2 回生から ｢秩 序・平和｣ ｢協力・開発｣ ｢文化・理 解｣ の 
3 つのプログラムに分かれて専門を深めます。

グローバル・ 
スタディーズ 

専攻
（GS 専攻）

国際 
関係学 
専攻

（IR 専攻）

日本語 
開講

英語 
開講

クロス履修システム
両専 攻では、大半の科目で同じ内容の講 義を 

日本 語と英 語の両言 語で開講 。 
各専 攻の学生は、他 専 攻の科目を 

半分 近くまで履修可能です。

立命 館大学国 際関 係 学 部 の 特 徴は 
何ですか？ 
他 大学のグローバル／国 際 系 学 部や 
外国 語学 部とは何が 違うのですか？

グローバル・スタディーズ 専 攻 
（GS 専 攻）とは何ですか？

立命 館 大学国 際 関 係 学 部でも、豊富な
留学プログラムや集中的な外国語教育を
提 供しています。それらに加えて、国境
を 越 える問 題を複 数の 学 問 領 域 を 総合
した「国際関 係 学」アプローチで 分析す
る能力を養成します（2 ページの「ウナギ」
の 話 のとおり、 現 代 社 会で は身 近 なモ
ノやコトも世界と深く繋がっています）。

「習得した外国語を使って伝えたいこと」
を膨らませ、「 国 際 的 な 舞 台で成し遂げ
たいこと」を後押しします。

GS 専 攻は英 語による科目履修だけで学
士 学 位 が 取 得で きる 専 攻 です。 海 外大
学 で 一 般 的 な、 事 前 課 題 による予 習と
教室での議論を組み合わせたスタイルで
行われる授業も多くあります。

国 際 関 係 学 専 攻（IR 専 攻 ）の 所 属 で も
GS 専 攻の英 語による専門科目を受講で
きますし、その逆も可能です（クロス履
修システム）。

GS 専 攻と IR 専 攻とが相互に交 流するこ
とで、京都に居ながらにして、国際的な
学修環境を実現しています。

A:

A:

Q:

Q:

受験生のみなさんの 
疑問にお答えしますQ&A

　　　＝国 際 関 係 学 専 攻　　　　 ＝グローバ ル ・スタディーズ 専 攻

I R 専 攻

I R 専 攻

G S 専 攻

G S 専 攻

I R 専 攻

I R 専 攻

G S 専 攻

G S 専 攻

足立　研幾

石原　直紀

板木　雅彦

大島　堅一

大田　英明

岡田　滋行

薮中　三十二

小木　裕文

夏　剛

桂　良太郎

君島　東彦

小山　昌久 井澤　友美

末近　浩太

高橋　伸彰

龍澤　邦彦

德丸　浩

中川　涼司
廣野　美和

中逵　啓示

中戸　祐夫

西村　智朗

原　毅彦

星野　郁

本名　純

益田　実

松田　正彦

南野　泰義

三宅　正隆

文　京洙

森岡　真史

山下　範久

佐伯　千鶴

奥田　宏司

加藤　恒彦

竹内　隆夫
長須　政司

松下　冽

WASSERMAN Michel

安高　啓朗

池田　 淑子

岩田　拓夫

O'MOCHAIN, Robert

川村　仁子

河村　律子

KOGA BROWES, Scott Philammon

TAN-TANGBAU, Stan BH

DE ANTONI, Andrea

TAILLANDIER, Denis

中本　真生子

HASSDORF, Wolf Juergen

HATCHER, Pascale Laura

林　大祐

BHANDARI, Surendra Raj

HAYES, Blake Elaine
KUNSCHAK, Claudia

福海　さやか

FRENCH, Thomas William

南川　文里

宮口　貴彰

MOOREHEAD, Robert Steven

山根　和代

RAJKAI, ZSOMBOR TIBOR

DEBNATH Sajit C,

文化外交

ジェンダー

外交

インターネット

アジア

グローバリゼーション

中東
イスラーム

環境保全

地域研究

テロ

United Nations

通貨

貿易

多国籍企業

国際協力

国際機関

経済政策

ナショナリズム

国際法先端科学

原子力

再生可能エネルギー

宇宙法

日本語教育
黒人文学

アメリカ
北朝鮮

ボランティア

国際結婚

SF

ゴジラ
ウナギ

オペラ

ペルー

テレビニュース

歌舞伎

ジャズ

冷戦

…… 国際関係学部の教員…… 国際関係学の研究分野や研究対象の一例

これは関連する学問分野や研究トピックの一部を示した国際関係学キーワード群です。
キーワードも、キーワード同士のつながり方も、無限の組み合せがあるでしょう。
これらの領域を広くカバーする教員があなたの「国際関係学」をサポートします。

日米関係

米中時代

アイルランド

イギリス

フランス

日系アメリカ人国際政治

TPP経済摩擦

集団的自衛権

憲法 9 条

Japan Studies

文化人類学

宗教平和教育

移民

人種

英米文学

映画

言語

カルチュラル・スタディーズ

ジャーナリズム

マスコミ

韓国

福祉

中国

世界システム論

平和構築

カンボジア貧困削減

人口
家族

農業

台湾

食料

メコン地域開発

フェアトレード

開発経済学

経済理論

東南アジアODA

NGO

外国直接投資

金融危機

IMF

PKO
国際経済

軍縮

インドネシア

イスラエル

シリア

ミャンマー

ドル

アベノミクス

ケインズ

ラテンアメリカ

麻薬

海賊

鉱物資源
地方分権

気候変動
持続可能な開発技術移転

クローン技術

フィールドワーク

少数民族

国境

農村

タイ

IT 産業

チャイナタウン

フードチェーン

東アジア共同体

スマートフォン

経済成長

民主化

地球温暖化

生物多様性

国際組織犯罪

地雷使用禁止

国際関係理論核兵器

ユーロ

地域統合

アフリカ

EU

SNS

社会学

ワイン

キリスト教

市民社会

＊2015 年度現在の所属教員です

専攻・プログラムと研究領域
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Timeline
国際関係 学部の 4 年間を、 
学年ごとのトピックとともに紹介します。

1 2回生回生

　1 回 生 は 入 学 直 後 か ら「 基 礎 演 習 /Intro -

duc tor y Seminar」のクラスに所属し、大学で

の学び方・研 究をすすめる手法・研 究 成 果の発

表 方法などのスキルを学びます。「基礎 演習」の

授 業 で は、 国 際 関 係 学 部 教 員 が 執 筆した『 エ

ティック国際関係 学』や『IR ナビ』を教科 書とし

て用いながら、国際関係 学の考え方を身につけ

ていきます。12 月に開 催されるゼミナール大 会

では、クラス内の予 選を勝ち抜いた代 表チーム

が 研究成 果を発 表し、優 勝を競い合います。こ

のように「 基 礎 演習」と基 礎 科目の履修により、

1 回生は国際関係 学「理論」の基礎を磨きます。

　また、「基礎演習」のクラスは 4 年間を共に過ご

す仲間づくりの場でもあります。担当教員だけで

なく、オリターと呼ばれる先輩学生や大学院生の

チューターが生活・学修の両面をサポートします。

　1 回 生の 英 語 能 力 は、 クラス分 け さ れ た「 英

語 /Academic Engl ish」の 授 業 を 通 じ て 飛 躍

的 に 向 上し、 留 学 に 必 要 なレ ベ ル ま で 高 め ら

れます。第 2 外 国 語（フランス語、スペイン語、

ドイツ語、中国語、朝鮮語、日本語（留学生））

も含め、 語 学 は 国 際 関 係 学 部 で 学 ぶ ため の 重

要 な 基 盤 で す。「 本当に大 変 だったけ れど、 力

がついた！」経 験が、4 年間の学びを支えます。

　3 つのプログラム（4 ページ参 照 ）から所属を

選 択し、 より専 門 的 な学 びを 進 めます。2 回 生

の一大イベントは、「グローバル・シミュレーショ

ン・ゲーミング（GSG）」です。 環 境 問 題や核 開

発問題など年毎に統 一テーマを決めて、学生グ

ループが 政 府 や国 際機 関、NGO、メディアにな

りきって国際 交渉をバーチャルで 進行させます。

実際 の国際 交 渉のプロセスを読み解く力を身に

つけるだけでなく、コミュニケーション力やリー

ダーシップを育む機 会でもあります。

　「IR /GS セミナー」で は、 各分 野 の古典 / 基 本

的文 献に挑 戦 。担当教 員のサポートを受けなが

ら、文 献を読み込むトレーニングを行います。

　2 回 生 は 挑 戦 のときで もありま す。 多くの 学

生 が 交 換留学 等 の海 外プログラムや、国 際ボラ

ンティア等に参加しています。

初めての 一人暮らしで心 配です。 
すぐに大学になじめるか不安です。

国 際協力活 動 やボランティアに 
参加してみたいと思っています。

1 回生全員が履修する「基 礎 演習」は、少人 数（20
数名）で 年間を 通じて行われ、仲 間 作りの場とし
て位置 づけられています。そこで は 担当教 員 だけ

でなく、「 オリター」と呼 ばれる先 輩学 生の 有 志グ
ル ープ も加 わって、 新入 生の 大 学 生 活スタートを
学修・生活の両面からサポートします。

多くの学生が自主的に国際協力を実 施する学生団
体 に所属したり、 災害 復 興 支 援 のボランティア活
動 に参 加したりしています。 自ら新しい 団 体 を設

立した学 生も多くいます。 立 命 館 大 学 の「 サービ
スラーニングセンター」や「災害 復 興 支 援 室 」は皆
さんの思いをサポートします。

 専門的分野への第一歩と海外への挑 戦  〈言語〉と〈理論〉の基 礎を育む 

田中 美帆さん
国 際 関 係 学 専 攻 ／ケニア、 アメ
リカで 貧 困 問 題 や人 権 問 題 を 肌
で 感じ な がら学ぶ。 卒 業 後 は 社
会 起 業に関わる仕事に就く予定 。

藤田 祥聡さん
国 際関 係 学 専 攻 ／国 際関 係 学 部
で 学 び、 かえって日 本 や 地 域 へ
の 愛 着 が 増した。 将 来 は日本や
地元・広島県に貢献したい。

岡安 智美さん
国 際 関 係 学 専 攻 ／社 会 科 の 教 師
を目 指 す。 受 け身で は 何 も 得 ら
れ ない。 何 事 にも 積 極 的 に 挑 戦
することで将 来も見えてきた。

阪上 孟志さん
グローバル・スタディーズ専攻／ GS
専 攻 で英 語力・国 際 力に磨 きをか
ける。将 来は 海 外に事 業を展 開す
る企業で培った力を生かしたい。

濱邉 ふうさん
国 際 関 係 学 専 攻 ／ DUDP で 2 年
間、 アメリ カ ン 大 学 に 留 学 し、
この 春 帰 国 。 現 在 は平 和 学 に関
心を持つ。

清水 雄太さん
国 際 関 係 学 専 攻 ／短 期 留学で 訪
れ た オ ーストラリア に 感 動 。 就
職 後 の 夢 は、 オ ーストラリア に
駐在すること。

山口智也さん
国際関係学専攻 ／国際協力 NGO
サ ー クル の 代 表として 国 際 ボ ラ
ン ティア に 参 加 。 課 外 活 動 で の
体 験を正課に活かしたい。

A: A:Q: Q:

「ここがおもしろい！」を聞きました

在学 生のみなさんに、各 学 年それぞれのトピックの

留学・国際ボランティアなど 
海外への挑戦については 
次のページで

各 国 の 集まる「 国 際 会 議 」にアル
ゼンチンのアクターとして出席しま
し た が、 交 渉 は 決 裂 。 国 際 関 係
の難しさを体感しました。

心強かったのが、サポートしてくれる大学院 生のチューター
の 存 在 。 先 生より学 生に 近 い 視 点 でプレ ゼ ンの 仕 方や 調
べるポイントなどをアドバイスしてくれました。

ディス カッションやプ
レゼンテーションを行
うの は 初 めての 経 験。
1 年間でずいぶん 鍛え
られました。

僕 は メ キ シ コ の 大 統 領 のアクター
に。アメリカなどの大国とは違う立
場で、 国 際 社 会 の 中 で いか に 存 在
感 を 発 揮 するか。 そこ が 工 夫 のし
どころでした。

京 都・滋 賀の 小 学
生と一 緒 に山 や川
で 野 外活 動を行う
ボ ラン ティア に 参
加しています。

留 学 生 サ ポー ターとして 寮
で 2 年 間 生 活しました。 多
様な価 値観、宗 教、行動に
驚く毎 日。 今で は「 ど ん な
人 に出 会 っても大 丈 夫 」と
思えるようになりました。

国 際 関 係 に関 わる問 題 には、「 正しい
答え 」がない のが 難しいところ。その
中で 話し合 いを重ね、自分なりの「答
え」を導き出す力がつきました。

学部 教 員が 執 筆した 
教科 書

メディアアクターによる 
ニュース配 信

入 学 前 の 3 月 か ら 先 輩
による学 習 相 談 を 受 け
る機 会もあります

国 際会 議で条 約を締 結

国の 代 表として首脳 陣と共に外交戦 略を練る

オ リタ ーとして 大 縄 跳 び
大 会 を 企 画して 新 入 生 同
士 の 交 流 を は か っ た り、
勉 強 方 法 をアドバ イ スし
たり。 活 動 を 通 して 得 た
たくさん の 友 達 、 幅 広 い
人 脈は一 生の財産です。

途 上 国 の 貧 困 問 題 をこの目
で見て 確 か めた い。 そん な
思 い で ケ ニ アへ 。HI V 感 染
女 性 を 支 援 するプ ロジェク
トを立 ち上 げ ました。 貧 困
の 現 実 を肌で 感じ、 帰 国 後
の 学 び もいっそう意 義 あ る
ものになりました。

1 回 生の夏 にモンゴルで 住 宅 づくりのボランティアに参
加 。 現 場で 体 験したことが ベースに なり、 授 業 で の 課
題を自分なりの視 点で 考えられるようになりました。

一人で がん ばるので は なく、 グ
ル ープのメンバーで 調 べる 範 囲
を 分 担し、 成 果 を持ち寄って一
つ の 結 論 を 導 き出 す。 そ れ が、
楽しくも難しいところです。

国 連 寄 託 図 書 館、 国 際 平 和ミュージ アム、 学 習ス
ペース IR ラボ等国際的な学習環 境 が整っています。

自分 が その 国 の人 間ならどうする
か。ふだんは日本の立場で 考えが
ちだけれど、それを離 れて客 観 的
に考えることで、さまざまな立場・
視 点が見えてきました。

GS の基 礎 演習ではたくさん の 留学生と一
緒 に 英 語 で ディス カッション やプレ ゼ ン
テ ー ション を 行 いま す。 発 表 する人 だ け
で なく、 クラス 全 体 に 積 極 的 に発 言 する
雰囲気がみなぎっています。

アメリカのアクターとして他 国と協定 締 結を進める
一方 で、 マスコミに情 報 を提 供 するタイミング を
計ったり、外交戦 略を練るのがおもしろかった。

基 礎 演習 /Int r oduc tor y Se m inar

新 入 生 は 全 員、「 基 礎 演 習 / Int r o duc tor y Seminar」
の 25 名 程 度 の クラス に 所 属し、 教 員 や 大 学 院 生、 先
輩 学 生 から大 学 で の 学 び 方・研 究をす すめ る手 法・研
究 成 果 の 発 表 方法などのスキルを学 びます。 基 礎 演 習
ゼミナール大 会では、日・英 混合で 優 勝 を競います。

グローバル・シミュレーション・ 
ゲーミング（GSG）

2 回 生 全 員 が 国 際 社 会 の キ ーパ ーソン 役とな
り、 国 際 交 渉 を疑 似 体 験 する実 践 型の 授 業 で
す。 学 生 一人ひとりが 国 連 の 事 務 総 長 や 米 国
大 統 領、難 民 N GO 代 表、テレビメディアといっ
たアクター（役 割）に扮し、課 題 設 定 から政 策
立 案 、 交 渉 過 程、 政 策 行 使 など、 国 際 政 治、
国 際 経 済 の動きを実 感しながら学習します。

学 生活 動・課 外活 動

学 内で は、 音 楽 やスポーツ等に加えて、
留学 生 支 援や国 際 支 援 N GO など、様々
なサークル活 動が 行われています。一人
で 海 外に飛 び出して、フィールドワーク
や国 際 支 援 活 動に参加する学 生も。

ピアサポート

国際関係 学部では、新入 生をサポー
トするオリターをはじめ、留学 生サ
ポートなど、多くの学 生サポーター
が 活 躍して いま す。 多 様 な 学 生 同
士で支 え合うことで、 サポートする
学 生自身も大きく成長します。

IR セミナー

2 回 生 後 期 に は、 ゼミナ ール 形 式 で
各分 野 の古典や 基 本 的 文 献に 取 組み
ま す。 一人で は 中 々 読 解 出 来 な い 難
解 な 文 献 に 専 門 の 先 生や クラス メー
トに 取 組 み、 自 分で 学 び、 研 究して
いくための基 礎を築き上げます。

＊『IR ナビ』は国際関 係 学部ウェブサイトでも公開されています。是非アクセスしてみてください！

留学 生と一 緒に学 ぶ

キャンパ スで は 多くの 留 学 生とともに
学 びます。 国 際 関 係 学 部生のラーニン
グコモンズ “ IR ラボ " にいると、どの国
で 学んでいるかわからなくなることも。

フリードマン、ケインズなど
経 済 学 の 古 典 は、 難し い！ 
読 解力がつきました。

はじめて体系 的に 理 論 書を読
む 機 会。みんなで意 見を言い
合うことで、 自分 にない 視 点
に気付かされました。

ジャズクラブ に 所 属し、 ビッグバ ンド
で ベ ース を 担 当 し て い ま す。2013 年
には 全 国 の 大 学 のビッグバ ンドが 競う

「YA M AN O BIGBAND CO N T E S T」 で、
9 位 入 賞の快 挙を成し遂げました！

N G O によるデモ行 進

4 年間の学び
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海 外留学プログラム

留学の目的や意義は、一人ひとり違うはず。立命 館大学

で はそれぞ れ の目的 や状 況 に 応じた多 様 な 留 学プログ

ラム が 提 供 されており、世界 30 カ国・地 域 、141 大 学・
機 関 から留 学 先を 選 択 で きます（2015 年 2 月末 現 在 ）。

2014 年 度には 174 名 の 学 生 が 留 学・国 際プログラムに
参 加したほ か、 ボランティアやフィールドワーク等、 独

自に海外渡 航する学生も多数います。

英 語 教 育
「 英 語 /Academic Engl ish」、「 英 語 国 際

研究」（IR 専 攻のみ）といった科目において

コミュニケーション だ けでなくアカデミッ

クに読み、表現する能力を育成します。勉

強 は 大 変 で す が、“Reading、Writ ing 能

力を共に伸ばせ、アカデミックな論 文の書

き 方 に つ いて 勉 強 させ て いた だ いたこと

は、 留 学 中 にとても活 きました "といった

声が寄せられています。

英 語による専門科目の開 講
グローバ ル・スタディーズ 専 攻の 科目はす

べ て 英 語 で 開 講 さ れて いま す。 海 外 の 大

学と同 様 の 高 いレ ベ ル の 専 門 的 な 授 業 を

留学生とともに英語で受講することが出来

ま す。 多くの 学 生 が 留 学 前 の 準 備 や 帰 国

後 に 授 業 を履 修し、 専 門 的 な英 語 力 や 学

修スタイルを磨 きます。 海 外留学しなくて

も、 海 外 の 大 学と同 様 に 学 ぶことが 出 来

るのも国際関係 学部の魅力です。

グローバルエデュケーション

海外留学プログラム　グローバルエデュケーシ ョン

＊休学は、その理由をもとに審 査・許可を受ける必 要があります。

国 際関 係 学部には、多様な留学プログラムと、留学を充 実させる学部 独自の 仕 組みがあります。

あまり英 語に自信がなく、海 外渡 航の 経 験もありません。
留学プログラムに参加できますか ?

海 外留学プログラムは、 十 分なサポートを受けながら参 加で きる短 期 間の「 イニシ
エーション 型 」から、 一定の 英 語 力を前 提 に正 規 学 生として留学 する「 アドバ ンス
ト型 」まで、 幅 広く提 供 されています。 留学 前の 英 語 力向 上をサポートする取り組
みも数 多く用 意 されています。 入学 後 にしっかりと準 備 することで、 あなたに合っ
た 海 外留 学プログラム がきっと 見つ かると 思いま す。 また、 留 学 準 備 は 国 際 教 育
センターが 丁 寧にサポート。 留学 を 経 験した学 生 が 留学 生アドバイザーとして留学
相 談に対応 するほか、危 機 管 理 等についても事 前に情 報 提 供 を行 います。

A:
Q: 大学のプログラムにとらわれずに 

国 際 的に学びたい

大学が 提 供するプログラム以 外で、長 期 休 暇や 休学 * を利用して海外に
渡 航する学生は多数います。たとえば、ある学生は春 休 みを利用して一
人でケニアへ渡 航し、HIV 感 染 者やその家 族を支 援する活動を自ら立ち
上げました。また、自分 の目的により適合した語学習得プログラムを見
つけてそれに参加する学生もいます。国際関係 学部は、このような学生
の自主的な取り組みを応援しています。

A:
Q:留学費 用について心 配しています。 

奨 学 金等はあるのでしょうか ?

大 学 が 実 施 するプログラムには、 プログラム
の 費 用や期 間 等 に応じて受 給で きる「 海 外プ
ログラム参 加 奨 励 奨 学 金 」が あります。 たと
えば、1 学 年 間の 交 換 留学プログラムで は 6 0
万円が 給 付 され 、皆さん の 熱 意をサポートし
ます（2 015 年度 実 績 ）。

A:
Q:

自分 から話しか け、 イベントに参 加
し、現 地の人とで きるだけ 接して語
学 力を磨くことで、 短くも濃 密 な 時
間を過ごすことができました。［オー
ストラリア／マコーリ大学：4 カ月］

夏休 み を 利 用し、 短 期 留 学 を 体 験 。 現 地 の 政 治 学
の 授 業で、「留学生も国 際 関 係に影 響を与える “ ソフ
トパワー ” だという自覚を持って」と言われた言 葉 が
心 に残っています。［ アメリカ／立 命 館・昭 和ボスト
ンプログラム：1 カ月］

ベネズエラ、メキシコ、サウジアラビ ア、中国、韓 国
から来た、様々な年齢の人々と授 業でペアワークをす
ることが 多く、 お互い のことを 知るきっか けとなりま
した。［カナダ／アルバータ大学：8 カ月］

イニシエーション型

語 学 力 の 向 上と異 文化 体 験 を主 要 な目的としたプロ
グラムです。海 外体 験 があまりない人や語 学レベルが
初 級 者 向 け の 異 文化体 験・語 学 習 得 を中 心とした 短
期 研 修です。

モチベーション向上 型

交換留学に準ずるレベルで、語学力を高めながら外国
語による講義をうけるプログラムです。特定のテーマに
ついての講 義 やフィールドワークなどを行 います。 短
期間から1 年間まで幅広くプログラムが実施されます。

　DUDP を希望したのは、アメリカン大学と立命 館大学

の二つ の 学 位を取 得で きることはもちろん、2 年 間とい

う長 期にわたって留学を経 験できることが大きな理由で

した。最初の 1 年間は、語学力をしっかり鍛えるとともに、

大学で の学 びに集中。2 年目には学んだことを生 かして

さまざまな活動にも挑 戦し、多様な経 験を積むことがで

きました。

　 アメリカ で は 平 和 紛 争 解 決 学 に つ いて 学 び まし た。

授 業 を 受 ける だ け で なく、 異 文 化 間 の 偏 見 や 紛 争 を

なくす ことを 目 指 す 学 生 団 体 “Peace of  Eas t  A s ia  in 

Creat ive Engagement " を 設 立 。 中 国・韓 国・アメリ

カの 学 生を 交 えて歴 史 問 題 や 領 土 問 題 などにつ いて忌

憚 なく議 論する企 画 などを実 施しました。 またシンクタ

ンクでインターンシップ にも 参 加。 アメリカの 政 治を垣

間見る機 会にも恵まれました。異国の地で、言葉も価 値

観も異なる学生たちをまとめ、団 体を率いる中で、国境

を越えて多様な人と協力する力、自分の意 見や情 報を相

手に届ける力が身につきま

し た。 語 学 力 を 磨 き、 異

文 化 へ の 理 解 を 深 め るだ

けでなく、これからの人 生

の 指 針となるすばらしい 学

びと経 験を得たことが、何

よりの収穫でした。

濱 邉 ふう さん    DUD P（学部 共同学位プログラム） でアメリカン大学に留学：2 年間

アドバンスト型

正 規の 学 部留学、 またはそれに匹 敵 するプログラムで、 自分 の 専 攻 分 野 の 学
修を 外 国 語 で 行うことを主 要な目的としたプログラム 。 現 地 の正 規 学 生と同
様 に授 業 を 受け、 単 位を取 得します。 多くの 国 際 関 係 学 部生 が、 このアドバ
ンスト型留学に参加しています。

立命館・UBC「国際リーダー養成」プログラム  c 1 年間  Y カナダ

国際 PBL によるイノベータ育成プログラム  c 5 ヶ月間  Yインドネジア・タイ

海外スタディ  国際連合本部コース  c 2 週間  Yアメリカ

立命館・UBC ジョイントプログラム  c 8 ヶ月間  Y カナダ

立命館・昭和ボストン「文化・社会調査」プログラム  
c 4 週間  Yアメリカ

マコーリ大学「日豪関係」プログラム  c 7 週間  Y オーストラリア

異文化理解セミナー  c 4 週間  Y15 コース

アメリカ、ドイツ、フランス、スペイン、メキシコ、中国等

ワシントン大学「平和学」プログラム  c 15 週間  Yアメリカ

DUDP（学部共同学位プログラム）  c 2 年間  Yアメリカなど

夏 休 み の 間 で 留 学 で
きる の が、 短 期 留 学
のメリットかな。正課
の 授 業 へ の 影 響 を 気
にしなくていい。

など

など

など

交換留学  c 1 年間  Y世界 28 ヶ国 126 大学

ラトガース大学、オクラホマ大学、ミネソタ大学（アメリカ）、ロンドン大学（SOAS、

ロイヤルハロウェイ）（イギリス）、コペンハーゲン大学（デンマーク）、ヘルシン

キ大学（フィンランド）、ベルゲン大学（ノルウェー）、パリ第 7 大学（フランス）、

南京大学、上海交通大学（中国）、国立シンガポール大学、マレーシア科学大学、

クィーンズランド大学（オーストラリア）、モンテレイ工科大学（メキシコ）　など

言 葉はつたなくても積 極
的 に 話 せ ば 心 を 通 い 合
わせることができる。2 ヵ
月間の留学でそう実 感し
たことが、 自信になりま
した。［ オーストラリア／
マコーリ大学：2 カ月］

国 際 支 援 に 必 要なビジネス 系 の 授
業 を 受 講 する 他 、 アメリカ の人 種
差 別 の 実 態 につ いても 学 び を 深 め
ました。［ 交 換留学：アメリカ／ウェ
スタンミシガン大学：1 年間］

代表的な留学・海外教育プログラム  c 留学期間  Y留学先

＊派遣先等データはすべて 2015 年度のものです。

代表的な留学・海外教育プログラム  c 留学期間  Y留学先 代表的な留学・海外教育プログラム  c 留学期間  Y留学先

海外留学プログラム

( )英 語による 
専門 科目の 

履 修

留学先に近い環境で留学前の準備〜帰国後の英語力維持

多様な 
留学 

プログラム

地域：アメリカ、アジア、ヨーロッパなど
期間：2 週間〜 2 年間

充 実した 
留学 体 験

ハイレベルな 
語 学 教 育

日常会話に留まらない
アカデミックな英語
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3 4回生回生

　 多くの学 生 が留学から帰国し、 学んだことの

実践に向け動き出します。

　少人 数制の「専門演習（ゼミ）」で卒 業研 究を

開 始します。 個 別に学ぶとともに、 ゼミの 仲 間

とグル ープ 研 究に取り組み、 ゼミ対 抗プレゼン

テーション大 会「オープンゼミナール」でその成

果を競 い合 います。 予 選 を勝ち抜 いたグル ープ

は、企業の人事 担当者等の前で報告を行います。

ビ ジネスや 国 際 公 務、 メディアの「 プ ロフェッ

ショナル・ワークショップ」では、進みたい分 野

の最前 線で 活 躍する講 師からどのような力をつ

けるべきか、直に学びます。夏休 みや春 休 みに

は企 業や国 際協力機 関、新聞 社等でインターン

シップに取り組む 学 生もいます。 社 会 の 現 場で

学んだことを実 践し、 その 経 験をキャリア選 択

に活かします。

　 キャリア選 択（ 就 職 活 動）と大 学で の 学 修 の

両 立のため、 立命 館 大 学 キャリアオフィスの 専

門 スタッフが ひとりひとりの 学 生を丁 寧 に 支 援

します。就 職 活 動中は東 京や大 阪のキャンパス

で も、 支 援 が 受けられます。 オンキャンパ スで

行われる就 職セミナーや 企 画も多 数 開 催してい

ます。

　 卒 業 論 文の 執 筆 を 通じ て、 国 際 関 係 学 部 で

学んだ 成 果を形 にすることは将 来 のキャリア形

成 にとっても重 要 です。4 回 生 は 担 当 教 員や ゼ

ミの 仲間と意 見を交わしながら、自分の学びの

集 大 成として卒 業 論 文を仕 上げ ます。4 年 間の

学 び は 社 会 人として成 長していくため の 基 盤 に

なるのです。

ゼミではどんなことが 
学べますか？

留学をしなくても充 実した 
学 生 生活を送ることができますか？

幅 広 い 教 員の専 門 分 野を反映して、 国 際 関 係 学 部 のゼ
ミが 扱うテ ーマは、 国 際 政 治、 国 際 経 済、 国 際 協 力・
開 発、 国 際 社 会など多 種 多 彩で す。4 ページ に あ げ た
キーワードも学べる分 野 や研 究 対 象 の 極 一 部に過ぎま

せん。 ゼミ合宿や 実 地 調 査 等、 学 び 方にもゼミ毎 に個
性 が あります。 ゼミを 選 択 する際 には、 先 輩 学 生 によ
るアドバイスが 行われており、あなたの関心や学び方に
合ったゼミがきっと見つかります。

国 際 関 係 学 部では、学生一人ひとりに適した学び
のスタイル が見つ かります。 留 学プログラムに参
加しなくても学内で英語での授 業や留学生 支 援の
ボランティアに参 加して、 国 際 的 なコミュニケー

ション力を磨 いたり、部活 動、サークル 活 動 やボ
ランティア活 動 に熱 中しながら国 内中心で 学んだ
先 輩もおり、それぞれ活動を通じて成長し、就 職
の際にも高い評 価を受けています。

A: A:Q: Q:

 キャリア選択と学びの集 大 成 学びの深化： 実践と発 信

ゲスト講師を招く授業では、私
たち学生がアポイントを取って
交渉します。社 会人としてのマ
ナーやコミュニケーションを学
ぶ好機になりました。

これまで のゲスト（一 例：講 師の所属、元 職 含む）

• 	公 務… …………… 外務 省、株式会社国際開発ジャーナル社、国連ボランティア計画

• 	ビジネス…………… 日本マイクロソフト株式会社、株式会社ローソン

• 	ジャーナリズム… … 講 談社、毎日新聞、ロイター通 信

これまでに実 施された特 別 講 演会（一 例）

• 	ムハマド・ユヌス（グラミン 銀 行創設 者・ノーベル平和賞受賞者）

• 	高須幸雄（客員教 授・現国際 連合事務 次長 ）

• 	ツィリル・コザチェフスキ（駐日ポーランド大使 ）

• 	チャールズ・ムリガンデ（駐日ルワンダ大使 ） 

• 	ブルース・ミラー（駐日オーストラリア大使 ） ほか

英 語で日本 銀 行 の 金 融 緩 和について書くつもり。 アカ
デミックな英 語 の書き方を学んできた集 大 成です。

外交官や世界銀 行で 働く実 務家から話を聞い
て、 自 分 の 将 来 の 仕 事 につ いて考 えました。
外交 官を夢見ていたけれど、 授 業を受けて民
間企 業への就 職を決めました。

憲 法 から国 際 平 和 にアプローチする方 法を ゼミの み
ん なで 考えています。 国 会 決 議 に 対して 請 願 書 を出
すなど、「 行 動 する」ゼミ。 今 は 若 者 が 参 加しやすい
平和運 動はないかと、検 討中です。

過 去 の 発 表テーマ（一 例）

• 	次世代の食 料としての昆 虫 ーデミグラスソースを添えてー

• 	省エネはやっぱり割りにあう！　

• 	イランにオネエはいらん！？　ーほんとは怖い？ グローバルスタンダード！ー

JIC A 札 幌で 2 週 間、 広 報 の 仕事
やイベント企 画 に 携 わりました。
中東やアフリカ、ラテンアメリカ
な ど 先 進 国 とは 異 なる バックグ
ラウンドの人 たちと一 緒 に働 き、
ものの見 方が変りました。

「 あ な た の 考 え は？」を 求
められる 授 業 。 授 業 中は、
ドキドキしっぱなしです！

当 たり障 りの な い 一 般 論 より、
自 分 の 体 験 に 基 づ い た 意 見 、
授 業 が活 性 化するようなおもし
ろい意 見が評 価されます。

留学中のアメリカで、シンクタンクでイ
ンターンシップ を 経 験。 国 会 議 員と話
したり、 アメリカの 政 治を 間 近 に 見る
貴重な機 会に恵まれました。

ゼミ（専門 演 習 /Ad v a n c e d S e m i n a r）、 
ゼミナール大会（O p e n S e m i n a r）

少人 数 制 の 専 門 演 習がスタートし、 幅 広 い 専 門
を 持 った 教 員 の 指 導 の もと、 興 味 を 持 つ テ ー
マ に つ いて 研 究 を 進 めま す。 個 人 だ け で なく、
ゼミごとで 研 究 内 容プレ ゼンテ ー ションを行う

「オープンゼミナール」も開 催されています。オー
プ ンゼミナール は 学 生によって 運 営され 、 本 戦
には 30 社を 超 える企 業 が 審 査 員として参 加し、
社 会人ならではのコメントが 寄せられます。

卒業 論 文

担当の教員の丁寧な指導の
もと、 約 20,0 0 0 字 の 大 作
に取り組みます。論 文の 作
成を通じて、専門科目や 留
学 等を含めた 4 年間の学び
の 総 仕 上げを行います。

インターンシップ

国 際 協 力 機 関 や 新 聞 社など、 国 際
関 係 学 部 の 学 び に深く関 連 する 機
関 でインターンシップ を 行 います。
大学 のインターンシップオフィス等
によるプログラムを含めるとビジネ
ス等、幅 広い分 野でインターンシッ
プを行うチャンスがあります。

プロフェッショナル・ 
ワークショップ

公 務（ 国 際 公 務員や 外交官、その 他の 公
的な取 組等）、ビジネス（国 際 的なビジネ
スなど）、ジャーナリズムという進 路別に
３種 類 のワークショップが 開 講 され 、 学
生 は 希 望 するワー クショップ を 受 講しま
す。 各ワークショップ で は 各 界 の 最 前 線
で 活躍している講 師から学びます。

各界 の第一人者による 
特別 講 演会

各界の第一人者による特別 講
演会も随 時開 催されています。

ＧＳ科目の受 講 等

国 際 関 係 学 部 に は IR（ 日 本 語 基
準 ）専 攻、GS（ 英 語 基 準 ）専 攻
が あり、 日 本 語 基 準 専 攻 の 学 生
も 英 語 で の 専 門 科 目を履 修 する
こと が 出 来 ま す。 留 学 前 や 帰 国
後、 継 続して 英 語 で 学 ぶ 学 生も
多数います。

キャリアサポート

「学 生一人ひとりの希望する進 路・就 職
の実 現 」に向け、キャリアオフィスの専
門 スタッフが 丁 寧 に サ ポートを 行 いま
す。 各業 界や、 留学 経 験 者 や 外資 系 企
業 希望 者 方、 など多様 な目的 別 サポー
トが 行 わ れています。 就 職 活 動 を 終え
た 先 輩 によるアドバ イス等 も 行 わ れて
います。 公 務員 試 験 や 資 格 取 得 を目指
す学 生には、エクステンションセンター
が多様なプログラムを実 施しています。

国 際 関 係 学部 の 4 年間を振り返って

ゼミで は 卒 論 の テ ーマ につ いて、
留学 生と情 報 交 換するのが 恒 例 。
海 外 の 経 済 情 勢 をリサ ー チする
際に留学生に尋 ねる一方、日本に
ついてはこちらが 教え、互いにい
い刺激を受けています。

過 去 の論 文テーマ（一 例）

• 	平和学の視 座から見るオリンピックの機能 
　ー平和的機能促 進と暴力的機能 縮 減のためにー　

• 	社 会問題 解決に向けた企 業の社 会的責任（C SR）の考 察  
　ー企 業と NGO の連 携の可能性と課 題ー

• 	気候 変 動における資金問題と緑の気候基金の展 望  
　ー CO P19 ワルシャワ会議を終えてー

エントリー シートの 添 削 や 模 擬 面
接 で、 実 際 に企 業 で人事 を担 当さ
れて い た 方々 か らアドバ イスを 受
け、非常に勉強になりました。

教 員を目指 す 学 生 は、 教 職 支
援 センター が 丁 寧 な サ ポート
を 受 けら れ ま す。 中 学 校 教 諭
一種（社 会）、高等学 校教 諭一
種（公民）が 取得できます。

高 校 で は 自 分 の 将 来 を 決 め き れ
な い人 にこそ 来 てほしい。 入学し
てから可能 性 が広 がる、いろんな
チャンスが見つかる学部です。

入学してか ら、 国 際 関 係 学 部
を 選 んで 間 違 いだったと 思っ
たことは 一 度 も な い。 い つ も
面白い、刺激的な場所です。

やる気 の あ る 学 生 が 本当
に 多く、 ラウン ジ で 何 時
間も議 論を続けることも。
考えをぶつ けあうことで、
お 互 い に 高 めら れ たと 感
じています。

「国 際 関 係 」というトピック自体
が 現 在 進 行 形で 変 化して いく。
何 を学んで も答えがないから面
白 い。 学 問として、 とても魅 力
があると思います。

留 学 に 行くにも制 度 的 に
も国 際関 係 学部は挑 戦し
や すく、 世 界 にも 出 て い
きやすい。価 値 観 が広 が
る学部だと思います。

ゼミナール大 会

プロフェッショナル・ 
ワークショップ

ゼミナール大 会の 発 表チーム


